
○報告書（H27.11.2時点案）からの主な修正点について 

該当箇所 関係意見（要旨） 対応 

＊１ P.4 

用語の定義について 

岩本構成員 

 

一般に介護予防というと「元気な高齢者を要支援・要介護にしないこと」

が主眼に置かれているが、1次予防だけでなく、2次・3次予防も考えて

いかなければならない。定義の確認が必要。 

「介護予防」の用語の定義を追加。 

＊２ P.4 

用語の定義について 

p.48 

「（２）地域リハビリテーシ

ョン支援体制構築のための

検討課題」の①について 

岡田構成員 

（追加意見） 

「（２）地域リハビリテーション推進のための検討課題」について、この

表現では、広域支援センターが、小児分野や福祉、障害などの相談にも

応じられたり、看護職が相談に訪れることができたりする機関であると

いう印象を受けない。関係機関を具体的に表現した方がよい。 

・御意見を踏まえ、「地域リハビリテーション推進のための検討課題」の①の文章

を修正。 

 

・地域リハビリテーションに関係する機関・職種は多様であり、ある程度まとめた

表現で記載することとなる。「地域リハビリテーション関係機関」の用語の定義で、

具体的機関の例を表示する。 

 

＊３ P.4 

用語の定義について 

木村構成員 一般住民には障害を持っている方は勿論、そこで暮らす全ての人が含ま

れる。定義の確認が必要。 

「地域住民」の用語の定義を追加。 

＊４ p.5 

地域包括ケアと地域リハビ

リテーションについて 

吉永座長 

松川構成員 

地域リハビリテーションと地域包括ケアの定義や関係性について、記載

が必要。 

「地域包括ケアと地域リハビリテーション」の項目を新たに設け、両者の関係性を

追記。 

＊５ p.31、p.45～47 

「介護支援専門員」の調査

結果について 

－  主任介護支援専門員研修を修了して初めて「主任介護支援専門員」となる。調査票

配布時は、「介護支援専門員」が正しいため、記載を修正する。 

＊６ p.48 

「（２）地域リハビリテーシ

ョン支援体制構築のための

検討課題」の表題について 

田中構成員 「（２）地域リハビリテーション推進のための検討課題」について、「地

域リハビリテーション推進のための検討課題」と「地域リハビリテーシ

ョン支援体制推進のための検討課題」では、どちらが適切か。 

御意見を踏まえ、表題を修正。 

＊７ p.48 

「（２）地域リハビリテーシ

ョン支援体制構築のための

検討課題」の④について 

田中構成員 ・P47の「④今後、市町村が実施する新たな介護予防事業等との関わりの

中で、特に広域支援センターと行政機関の協働を進めていく必要がある」

について、介護予防事業に特化してよいのか疑問。 

 

御意見を踏まえ、文章を修正 

＊８ p.55 

推進方策の②の 

3つ目の○について 

竹内構成員 

松川構成員 

・地域包括ケアと地域医療構想の橋渡しの視点を盛り込むことが大切。 

・「②連携体制の充実」について、一言で「連携」と言っても様々な形が

ある。つながりを強化する中で、掘り下げてイメージを整理していかな

ければならない。 

 

御意見を踏まえ、文章を修正 

資料４－２ 



該当箇所 関係意見（要旨） 対応 

＊９ p.56 

推進方策③の 

2つ目の○について 

木村構成員 

岡田構成員 

（追加意見） 

・「③住民参加の促進」について、専門職の関わり方を「専門的助言やボ

ランティアの育成等」とあるが、あくまでも主体は住民であることが前

提。「助言」では頼られ、依存を深めてしまう意味合いに取られるのでは

ないか。 

・「③住民参加の促進」について、「リハビリテーション専門職を初めと

した関係職種」は「リハビリテーション専門職や保健師を初めとした関

係職種」に変更すべき。健康増進は全ての年齢に当てはまるため、保健

師職は最も重要と感じている。 

御意見を踏まえ、文章を修正 

＊１０ p.56 

推進方策④の 

1つ目の○について 

－  ＊７の意見を踏まえ、特にリハビリテーション専門職の関与が期待されている「介

護予防事業」を重要な切り口にはするが、介護予防事業以外においても行政機関と

広域支援センターの連携強化を進めることが伝わるよう文章修正。 

＊１１ p.56 

推進方策④の 

2つ目の○について 

松川構成員 

田中構成員 

 

・「④市町村との協働」について、地域ケア会議は虐待や困難事例に対処

するだけに留まらず、様々な地域課題に対して住民が参加して一緒に考

えていく場であるということをしっかり示すことが大事。施策の方向性

に地域ケア会議を位置付けて、活用できるように進めていくことは非常

に大切。 

・「④市町村との協働」について、あまり目の前の現状で狭めてしまうと

動くことができなくなってしまう。今後の大きな見直し等の状況変化に

も耐えうるようなものにしておく必要がある。 

御意見を踏まえ、文章を修正 

 

 


